
12月3日（水）、国土交通省航空局にて第３回客室乗務員の疲労管理
に関する検討会（第２回：NEWS EXPRESS 27-14を参照）が開催され、
航空連合から小林 茜 会長と松橋 美和 副会長（航空安全委員長）が
出席しました。小林会長は「前回は休息時間が基準化されている欧州を
参考に議論をおこなうべきとお伝えしたが、その方向性で検討が進めら
れているものと受け止めた。また、科学的に合理的と考えられる運航
乗務員における既存の基準にそろえていく方向性についてもおおむね
理解できる。次回とりまとめまでに、検討状況に対する組織内での理解
を深め、今後に向けた視点も含めてお伝えしたい。」と発言しました。
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～とりまとめに向けて組織内の理解を深めていきます！～

客室乗務員の疲労管理基準・中間とりまとめ骨子案が示される！

坂元 慎平

航空連合の考え方を説明する小林会長（左は松橋副会長）
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